
家庭ごみ有料化及び戸別収集導入に向けた論点
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〈廃棄物処理〉

〈基本方針〉

⑴ リフューズ・リデュース・リユースの推進

⑵ リサイクルの推進

⑶ 適正処理の推進

⑷ 市民・事業者・市の協働

〈基本理念〉

市民、事業者及び市が協働して４Rで

目指す循環型社会形成の推進

〈家庭ごみ〉

⑴ 生ごみの減量

⑵ 雑紙（ざつがみ）のリサイクル

⑶ 容プラの分別

⑷ 小型ごみからの小型家電製品・金属の回収

⑸ レジ袋の取扱い

⑹ 集団回収

⑺ 拠点回収

⑻ 集積所の維持・管理

⑼ 収集回数

⑽ 清掃・リサイクルに関する情報提供

⑾ 家庭ごみ有料化

⑿ 戸別収集

〈地域特性〉

⑴ 人口 ⇒ 増加傾向

⑵ 高齢者人口 ⇒ 増加傾向

⑶ 外国人人口 ⇒ 増加傾向

⑷ 転入者 ⇒ 3,000人／年

⑸ 単身世帯 ⇒ 増加傾向

⑹ 住居形態 ⇒ 一戸建ての増加

⑺ 事業所 ⇒ 3/4が従業員10人未満

〈事業系ごみ〉

⑴ 処理方法

⑵ 指定収集袋の使用

〈中間処理・最終処分〉

〈中間処理〉

⑴ ごみ処理施設の整備

⑵ 3市共同資源化事業

⑶ 資源物処理施設

〈最終処分〉

⑴ 搬入量の削減

⑵ 埋立ゼロ

〈What（何を）〉

→【家庭ごみの有料化及び戸別収集】

〈Who（誰が）〉

→【市・市民・事業者】

〈Whom（誰のために）〉

→【市民】

〈When（いつ）〉

→【令和4年度】

〈Where（どこで）〉

→【武蔵村山市域】

〈How（どうやって）〉

→有料化及び戸別収集導入の方法

・ 有料化の対象範囲

・ 手数料負担の仕組み

・ 減免措置

・ 収集体制

・ 周知方法

・ 関連して充実する施策

〈How many（どのくらいの量）〉

→有料化及び戸別収集による効果（定量）

・ 実施済自治体の効果

・ 効果の持続

〈How much（どのくらいの金額）〉

→有料化及び戸別収集による経費

・ 収集運搬料

・ 手数料

〈Why（なぜ）〉

→有料化及び戸別収集導入の目的

・ 現状の課題

・ 4Rの推進

・ 背景（国、東京都、市の動向）

・ 位置付け

・ 中間処理施設、最終処分場の状況
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